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チ
ュ
ニ
ジ
ア
や
エ
ジ
プ
ト
で
民
衆
蜂
起
に
よ
り
長
期
独
裁
政
権

が
崩
壊
し
た
の
を
受
け
、
中
国
の
北
京
や
上
海
な
ど
全
国
各
地
で

二
〇
一
一
年
二
月
二
〇
日
以
降
、
日
曜
日
に
な
る
と
、「
中
東
革
命
」

に
触
発
さ
れ
た
「
茉ジ

ャ
ス
ミ
ン

莉
花
革
命
」
デ
モ
を
起
こ
す
よ
う
ネ
ッ
ト
で
呼

び
か
け
が
あ
っ
た
。「
民
主
化
ド
ミ
ノ
」
が
中
国
に
果
た
し
て
波
及

す
る
か
。
国
際
社
会
で
大
き
な
議
論
と
な
っ
た
が
、
プ
ロ
の
大
勢
の

見
方
は
「
中
国
で
革
命
が
起
き
る
可
能
性
は
な
い
」
で
あ
り
、
確
か

に
そ
れ
は
的
確
な
分
析
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
共
産
党
筋
に
よ
る
と
、
胡フ

ー
チ
ン
タ
オ

錦
濤
指
導
部
が
中
東
革
命
に
対

し
て
非
常
に
強
い
危
機
感
を
抱
い
た
の
も
事
実
だ
っ
た
。
共
産
党
の

強
大
な
「
警
察
力
」
と
巧
妙
な
「
情
報
封
鎖
能
力
」
を
も
っ
て
す
れ

ば
、集
会
な
ど
不
発
に
終
わ
ら
せ
る
こ
と
は
た
や
す
か
っ
た
は
ず
だ
。

「
中
国
で
革
命
が
起
こ
る
か
起
こ
ら
な
い
か
」を
予
測
す
る
よ
り
、「
な

ぜ
共
産
党
は
『
茉
莉
花
』
を
恐
れ
た
の
か
」
を
分
析
す
る
方
が
、
巨

大
組
織
・
共
産
党
の
統
治
シ
ス
テ
ム
を
研
究
す
る
上
で
必
要
か
つ
重

要
だ
ろ
う
。

「
記
憶
」
に
怯
え
る
共
産
党
政
府

　

恐
れ
た
理
由
は
二
つ
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
結
論
か
ら
言
う
と
、

一
つ
は
「
歴
史
の
記
憶
」、
も
う
一
つ
は
「
社
会
の
不
満
」
で
あ
る
。

　

筆
者
は
チ
ュ
ニ
ジ
ア
の
ベ
ン
ア
リ
政
権
が
崩
壊
し
、
エ
ジ
プ
ト
で

民
衆
デ
モ
が
盛
り
上
が
っ
て
い
た
一
月
下
旬
、
北
京
を
訪
れ
た
が
、

中
国
共
産
党
は

な
ぜ「
茉
莉
花
」を
恐
れ
た
の
か

時
事
通
信
外
信
部
記
者

城
山
英
巳

中
東
の
民
主
化
に
も
っ
と
も
敏
感
に
反
応
し
た
国
は
、
中
国
で
あ
ろ
う
。

今
回
の
騒
動
は
、「
官
」
と
「
民
」
が
せ
め
ぎ
あ
う
微
妙
な
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
、

中
国
の
民
主
化
を
、
む
し
ろ
後
退
さ
せ
て
し
ま
っ
た
。

し
ろ
や
ま
　
ひ
で
み
　
一
九
六
九
年
生
ま
れ
。
二
〇
〇
二

〜
〇
七
年
時
事
通
信
社
中
国
総
局
特
派
員
。
早
稲
田
大

学
大
学
院
修
士
課
程
修
了
。
著
書
に『
中
国
臓
器
市
場
』

『
中
国
共
産
党
「
天
皇
訪
中
」
秘
録
』
が
あ
る
。

ジ
ャ
ス
ミ
ン
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一
九
八
九
年
の
天
安
門
事
件
に
つ
な
が
っ
た
民
主
化
要
求
デ
モ
に
参

加
し
た
改
革
派
知
識
人
や
人
権
派
弁
護
士
の
間
で
は
、
ど
う
し
て
も

話
題
は
お
の
ず
と
中
東
情
勢
に
行
っ
て
し
ま
う
よ
う
だ
っ
た
。

　

あ
る
学
者
は
こ
う
語
っ
た
。「
中
国
の
格
差
問
題
は
北
ア
フ
リ
カ

に
似
て
い
る
。
中
国
の
共
産
党
政
権
が
あ
る
日
突
然
、
倒
れ
る
可
能

性
は
ゼ
ロ
と
は
言
え
な
い
。
し
か
し
現
時
点
で
倒
れ
る
の
は
好
ま
し

く
な
い
。
倒
れ
た
後
に
ど
う
す
る
か
が
問
題
で
す
。
あ
る
意
味
で
、

北
ア
フ
リ
カ
は
中
国
よ
り
ま
し
。
イ
ス
ラ
ム
教
が
あ
り
、
政
権
が
倒

れ
た
後
も
宗
教
の
力
で
ま
と
ま
る
こ
と
が
で
き
る
。
中
国
に
は
今
、

人
望
あ
る
リ
ー
ダ
ー
も
い
な
い
し
、組
織
の
力
も
な
い
。中
国
は
徐
々

に
改
革
す
る
し
か
な
い
の
で
す
」

　

中
東
革
命
は
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
新
た
な
ネ
ッ

ト
ツ
ー
ル
を
通
じ
て
団
結
し
た
結
果
で
あ
る
が
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど

の
ア
ク
セ
ス
が
制
限
さ
れ
る
中
国
で
は
、
中
国
版
ツ
イ
ッ
タ
ー
と
言

う
べ
き
マ
イ
ク
ロ
ブ
ロ
グ
「
微ウ

ェ
イ
ボ博
」
が
爆
発
的
に
浸
透
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
四
億
五
千
万
人
に
上
る
網
民
（
ネ
ッ
ト
ユ
ー
ザ
ー
）
の
中

で
、最
大
手
の
「
新
浪
網
」
が
運
営
す
る
「
新
浪
微
博
」
の
ユ
ー
ザ
ー

は
一
億
人
を
突
破
し
、
情
報
伝
達
の
即
時
性
の
ゆ
え
、
大
衆
行
動
を

可
能
に
し
、
社
会
を
変
革
す
る
力
を
秘
め
て
い
る
。

 

「
新
浪
微
博
」
で
「
埃
及
」（
エ
ジ
プ
ト
）
と
検
索
し
て
も
表
示
さ

れ
な
い
が
、「
埃
及
」
に
つ
い
て
書
き
込
む
こ
と
は
可
能
で
、
改
革

派
知
識
人
た
ち
は
敏
感
な
議
論
を
展
開
し
た
。

　
「
チ
ュ
ニ
ジ
ア
、
エ
ジ
プ
ト
は
ど
う
だ
。
今
年
は
二
〇
一
一
年
。

辛
亥
革
命
（
一
〇
〇
年
の
）
年
で
は
な
い
か
」

　

中
国
の
民
主
化
を
渇
望
す
る
改
革
派
知
識
人
は
、
中
東
革
命
を
見

て
中
国
と
の
共
通
性
を
見
出
し
た
。
確
か
に
共
通
点
は
多
い
。

　

①
貧
富
の
格
差
拡
大
や
大
卒
生
の
就
職
難
、
イ
ン
フ
レ
の
ほ
か
、

深
刻
な
不
公
正
社
会
の
ま
ん
延
、
②
情
報
統
制
と
秘
密
警
察
に
よ
る

強
力
な
引
き
締
め
、
③
ネ
ッ
ト
メ
デ
ィ
ア
の
台
頭
、
な
ど
は
よ
く
似

て
い
る
。
ま
た
体
制
へ
の
抗
議
の
意
を
込
め
た
焼
身
自
殺
が
反
体
制

デ
モ
に
火
を
付
け
た
中
東
革
命
は
、
強
制
立
ち
退
き
に
反
発
し
て
焼

身
自
殺
が
多
発
す
る
中
国
の
状
況
に
似
て
い
る
。

　

共
産
党
指
導
部
は
「
天
安
門
事
件
の
時
も
同
じ
状
況
だ
っ
た
」「
中

国
は
王
朝
崩
壊
の
歴
史
だ
」「
王
朝
が
倒
れ
る
時
と
い
う
の
は
い
つ

も
似
て
い
る
」
と
い
う
「
記
憶
」
が
改
革
派
知
識
人
に
蘇
り
、
そ
れ

が
一
般
民
衆
に
ま
で
連
鎖
し
て
い
く
事
態
を
恐
れ
た
。

巧
妙
に
「
安
定
維
持
」
装
置
を
作
り
上
げ
る

　

共
産
党
側
は
、「
中
国
・
中
東
共
通
論
」
に
反
論
し
た
。
三
月

一
〇
日
に
掲
載
さ
れ
た
共
産
党
機
関
紙
『
人
民
日
報
（
海
外
版
）』

は
「
中
国
不
是
中
東
（
中
国
は
中
東
で
は
な
い
）」
と
題
す
る
論
評

を
掲
げ
た
。
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「
国
内
外
の
一
部
下
心
あ
る
者
は
、（
中
東
・
北
ア
フ
リ
カ
の
）
災
禍

を
中
国
に
持
っ
て
こ
よ
う
と
企
て
る
。
ネ
ッ
ト
で
扇
動
し
、
中
国
に

『
街
頭
政
治
（
デ
モ
政
治
）』
を
挑
み
、
中
国
を
混
乱
さ
せ
よ
う
と
望

む
」。
そ
の
上
で
、「
し
か
し
中
国
は
中
東
と
は
違
う
」
と
述
べ
、
以

下
の
点
を
挙
げ
る
。

　

①
現
在
の
人
心
は
動
揺
や
ご
た
ご
た
を
恐
れ
、
安
定
や
和
諧
（
調

和
）、
平
和
を
望
ん
で
い
る

　

②
共
産
党
の
政
権
基
盤
は
強
固
で
あ
り
、
共
産
党
の
指
導
で
世
界

が
羨
む
第
二
の
経
済
大
国
に
な
っ
た

　

③
指
導
者
の
終
身
制
を
廃
止
し
、
二
〇
、三
〇
、四
〇
年
と
い
う
長

期
独
裁
者
は
い
な
い

　

④
大
学
生
の
就
職
難
、
住
宅
価
格
の
高
騰
、
イ
ン
フ
レ
、
貧
富
の

格
差
は
発
展
・
改
革
の
中
で
解
決
策
を
見
つ
け
ら
れ
る

 

『
人
民
日
報
（
海
外
版
）』
は
こ
う
チ
ュ
ニ
ジ
ア
、
エ
ジ
プ
ト
な
ど

中
東
と
の
違
い
を
強
調
し
た
が
、
中
東
と
の
最
大
の
違
い
は
、
過
剰

な「
危
機
感
」か
ら
共
産
党
が
つ
く
り
上
げ
た「
維

ウ
ェ
イ
ウ
ェ
ン
穏
」（
安
定
維
持
）

装
置
が
、
わ
れ
わ
れ
の
想
像
す
る
以
上
に
強
固
な
シ
ス
テ
ム
に
な
っ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

 

「
維
穏
」
と
は
何
か
。
土
地
問
題
を
例
に
見
よ
う
。
二
〇
一
〇
年
は

実
質
一
〇
・
三
％
の
伸
び
と
な
っ
た
中
国
の
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）

の
成
長
は
、
投
資
、
と
り
わ
け
不
動
産
投
資
が
け
ん
引
し
て
い
る

が
、
こ
う
し
た
不
動
産
開
発
は
、
安
い
補
償
金
で
強
制
立
ち
退
き
に

遭
っ
た
住
民
や
、
農
地
を
強
制
収
用
さ
れ
た
農
民
の
犠
牲
の
上
に
成

り
立
っ
て
い
る
。
彼
ら
の
不
満
や
怒
り
は
共
産
党
・
政
府
に
向
か
い
、

暴
動
・
抗
議
、
北
京
へ
の
陳
情
、
焼
身
自
殺
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
矛
盾

と
し
て
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
公
安
当
局
は
拡
大
し
た
り
飛

び
火
し
た
り
し
な
い
よ
う
即
座
に
力
で
抑
え
込
む
。

　

さ
ら
に
共
産
党
中
央
宣
伝
部
は
国
内
メ
デ
ィ
ア
に
複
雑
な
矛
盾
を

報
じ
さ
せ
な
い
た
め
、
問
題
が
表
面
化
す
る
こ
と
は
な
く
、
社
会
は

安
定
し
て
い
る
よ
う
に
錯
覚
す
る
。
し
か
し
実
際
に
こ
う
し
た
「
安

定
」
は
、「
警
察
力
」
と
「
情
報
封
鎖
能
力
」
で
つ
く
ら
れ
た
「
虚
像
」

で
あ
り
、こ
の
「
維
穏
体
制
」
こ
そ
、胡
錦
濤
総
書
記
が
唱
え
る
「
和

諧
社
会
」
の
実
態
な
の
で
あ
る
。

　

共
産
党
に
と
っ
て
天
安
門
事
件
の
教
訓
は
、
社
会
の
底
辺
に
溜

ま
っ
た
不
満
の
マ
グ
マ
を
表
面
化
さ
せ
な
い
「
維
穏
」
装
置
を
改
善
・

強
化
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
共
産
党
が
中
東
と
違
っ
た
の
は
、
学
習

す
る
機
会
が
多
く
、
そ
の
た
び
に
ど
う
す
れ
ば
「
民
」
を
抑
え
ら
れ

る
か
学
び
、
危
機
感
を
高
め
た
こ
と
だ
。
一
九
九
一
年
の
ソ
連
の
崩

壊
、
二
〇
〇
九
年
の
自
民
党
下
野
な
ど
に
つ
い
て
共
産
党
幹
部
養
成

学
校
・
中
央
党
校
な
ど
の
学
者
が
徹
底
的
に
研
究
し
た
。

　

二
月
二
〇
日
に
「
茉
莉
花
革
命
」
デ
モ
が
呼
び
か
け
ら
れ
る
と
、

胡
錦
濤
総
書
記
は
そ
の
前
日
に
中
央
党
校
で
演
説
し
、
社
会
管
理
の
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強
化
を
指
示
。
特
に
「
情
報
ネ
ッ
ト
管
理
を
強
化
・
改
善
し
、
仮
想

社
会
の
管
理
水
準
を
高
め
、
ネ
ッ
ト
世
論
の
誘
導
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
健

全
に
す
る
」
よ
う
訴
え
た
。

　

総
書
記
の
指
示
を
受
け
、
デ
モ
呼
び
か
け
当
日
の
二
〇
日
に
登
場

し
た
の
は
、
治
安
維
持
の
最
高
責
任
者
・
周
永
康
党
政
治
局
常
務
委

員
。「
源
か
ら
社
会
矛
盾
を
防
げ
」
と
ゲ
キ
を
飛
ば
し
、
強
制
的
な

土
地
収
用
や
立
ち
退
き
問
題
で
の
民
衆
の
利
益
保
護
、
中
国
で
活
動

す
る
海
外
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
監
督
、
ネ
ッ
ト
管
理
強
化
を
命
じ
た
の
だ
。
こ

う
し
た
具
体
的
な
指
示
の
背
景
に
は
、
社
会
矛
盾
の
芽
が
ど
こ
に
転

が
っ
て
い
る
か
熟
知
す
る
指
導
部
の
危
機
感
が
潜
む
。

　

当
日
の
デ
モ
集
合
場
所
と
な
っ
た
北
京
王
府
井
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
前

は
「
警
察
官
と
外
国
メ
デ
ィ
ア
と
野
次
馬
だ
ら
け
」（
目
撃
者
）
で
、

デ
モ
呼
び
か
け
は
あ
っ
け
な
く
不
発
に
終
わ
っ
た
。
さ
ら
に
こ
れ
に

先
立
ち
唐

ル
タ
ン
ジ
ー
テ
ィ
エ
ン

吉
田
、
江
ジ
ャ
ン
テ
ィ
エ
ン
ヨ
ン

天
勇
、
滕
ル
タ
ン
ビ
ャ
オ
彪
と
い
う
北
京
の
著
名
な
人
権
派
弁

護
士
が
公
安
当
局
に
拘
束
さ
れ
た
。
四
月
に
入
っ
て
共
産
党
支
配
を

辛
辣
に
批
判
し
た
著
名
な
芸
術
家
・
艾

ア
イ
ウ
ェ
イ
ウ
ェ
イ

未
未
の
ほ
か
、
人
権
派
弁
護

士
李リ

ー
フ
ァ
ン
ピ
ン

方
平
も
拘
束
さ
れ
た
。

制
度
と
現
実
の
ズ
レ
が
安
定
装
置
に

　

共
産
党
が
恐
れ
る
も
う
一
つ
の
「
社
会
不
満
」
に
つ
い
て
言
及
し

よ
う
。
前
述
し
た
警
察
・
宣
伝
両
当
局
に
よ
る
維
穏
装
置
が
機
能
し

な
け
れ
ば
、
社
会
の
不
満
は
と
っ
く
に
爆
発
し
、
民
主
化
要
求
デ
モ

も
発
生
し
て
い
た
可
能
性
は
排
除
で
き
な
い
。

　

身
近
に
何
か
偶
発
的
な
小
さ
な
事
件
が
発
生
し
、
不
満
を
持
っ
た

少
数
の
誰
か
が
火
を
と
も
す
と
、
そ
れ
に
関
係
の
な
い
人
が
ど
ん
ど

ん
集
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
抱
え
る
個
人
的
な
小
さ
な
不
満
が
連
鎖
的

に
燃
え
上
が
り
、
次
第
に
共
産
党
・
政
府
へ
の
不
満
に
転
化
し
て
い

く
―
―
。
こ
れ
が
、
不
満
の
マ
グ
マ
が
社
会
の
底
辺
に
滞
留
す
る
中

2011年2月20日、上海ではインターネットで
呼びかけられた集会の参加者と警察との間で衝突が発生した。
（写真：ロイター/アフロ）
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国
の
現
実
で
あ
る
。

　

し
か
し
巨
大
な
矛
盾
を
抱
え
、「
安
定
」
も
見
せ
か
け
な
が
ら
、

な
ぜ
か
官
と
民
は
一
定
の
緊
張
感
を
持
ち
な
が
ら
「
日
常
」
は
成

立
す
る
。
そ
こ
に
は
、「
国
家
の
制
度
」
と
「
社
会
の
現
実
」
の
ズ

レ
が
許
容
さ
れ
る
中
国
社
会
の
柔
軟
性
が
あ
る
と
筆
者
は
考
え
る
。

二
〇
一
〇
年
五
月
以
降
、
広
東
省
仏
山
の
ホ
ン
ダ
系
部
品
工
場
な
ど

日
系
企
業
を
標
的
に
相
次
い
だ
賃
上
げ
要
求
ス
ト
を
例
に
解
説
し
よ

う
。
中
国
で
は
ス
ト
権
は
一
九
八
二
年
の
憲
法
改
正
で
削
除
さ
れ
、

ス
ト
は
弾
圧
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
温ウ

ェ
ン
チ
ア
パ
オ

家
宝
首
相
は
逆
に
農
民

工
を
激
励
し
た
り
す
る
。
結
局
、
ス
ト
を
容
認
し
て
農
民
工
を
ガ
ス

抜
き
し
、
日
系
企
業
に
は
賃
上
げ
を
認
め
さ
せ
、
社
会
の
安
定
を
最

優
先
に
掲
げ
た
。

　

日
本
な
ど
西
側
国
家
は
、「
言
論
の
自
由
」
が
な
い
中
国
の
共
産

党
一
党
独
裁
を
批
判
す
る
。確
か
に
そ
れ
は
事
実
だ
が
、「
新
浪
微
博
」

な
ど
ネ
ッ
ト
上
に
は
政
府
批
判
が
あ
ふ
れ
る
。
共
産
党
機
関
紙
『
人

民
日
報
』
ネ
ッ
ト
版
『
人
民
網
』
の
掲
示
板
「
強
国
論
壇
」
で
さ
え

も
「（
北
ア
フ
リ
カ
の
）
民
主
運
動
は
中
国
よ
り
三
〇
年
遅
れ
て
い

た
が
、
ア
フ
リ
カ
人
民
は
追
い
つ
い
た
。
そ
し
て
中
国
を
は
る
か
後

方
に
置
い
た
」
と
の
書
き
込
み
が
削
除
さ
れ
ず
に
残
っ
て
い
た
。

　

い
わ
ば
一
線
を
越
え
な
け
れ
ば
、
許
容
さ
れ
る
寛
容
さ
も
備
え

持
つ
社
会
で
あ
る
が
、
あ
る
日
突
然
、「
開
放
」
か
ら
「
引
き
締
め
」

に
変
わ
る
。「
民
」
は
常
に
「
政
治
」
と
の
距
離
感
に
敏
感
に
な
り

つ
つ
、
不
満
を
抱
え
て
も
、「
制
度
」
と
「
現
実
」
の
間
に
抜
け
穴

が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
中
東
の
よ
う
に
急
進
的
な
反
体
制
デ
モ
に
突
っ

走
る
こ
と
も
な
い
の
だ
。

む
し
ろ
民
主
化
を
後
退
さ
せ
て
し
ま
っ
た

　
「
民
」
の
不
満
が
、「
官
」
の
危
機
感
を
生
み
、「
官
」
が
民
主
化

に
向
け
て
前
進
す
る
「
官
と
民
の
せ
め
ぎ
合
い
」
こ
そ
、
最
も
現
実

的
な
改
革
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
と
の
見
方
が
、
改
革
派
知
識
人
の
間

で
は
強
ま
っ
て
い
る
。「
海
外
か
ら
ネ
ッ
ト
で
中
国
の
民
主
化
デ
モ

を
一
方
的
に
呼
び
掛
け
る
や
り
方
に
は
反
対
だ
」。
北
京
の
人
権
派

弁
護
士
は
「
茉
莉
花
革
命
」
を
批
判
し
た
。

　

北
京
は
、
劉

リ
ュ
ウ
シ
ャ
オ
ボ
ー

暁
波
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
が
決
定
し
た

二
〇
一
〇
年
一
〇
月
八
日
以
降
、
極
度
に
緊
張
が
高
ま
っ
て
い
る
。

拘
束
さ
れ
た
人
権
派
弁
護
士
ら
は
、
社
会
の
矛
盾
解
決
、
社
会
的
弱

者
の
救
済
な
ど
で
活
発
に
活
動
し
、
共
産
党
当
局
に
と
っ
て
は
目
の

上
の
た
ん
こ
ぶ
的
な
存
在
で
あ
る
。「
茉
莉
花
」
騒
動
は
、
共
産
党

側
に
過
剰
な
危
機
意
識
を
植
え
付
け
、
人
権
派
弁
護
士
や
民
主
活
動

家
に
打
撃
を
与
え
る
「
口
実
」
を
与
え
て
し
ま
っ
た
感
は
否
め
な
い
。

そ
う
い
う
意
味
で
逆
に
中
国
の
政
治
改
革
や
民
主
化
の
進
展
に
と
っ

て
マ
イ
ナ
ス
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
■




